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事例１「だっていつまでたっても終わらんやろ」７月１１日（金）



それを見たＴ児は自分の次に並んでいるＹ児と場所

を変わってみたり、自分の場所に戻ったりをくり返して

いる。

Ｋ児はちらっとＴ児がやっていることを見た。

Ｓ児「Ｔ児くん、場所を交代して！」

教師「Ｋ児<んが交代する方法もあるよ」

Ｋ児は「。×△＠」と言いながら、その場にしゃがみ

こんだ。その様子を見たＴ児はＹ児の背中を押し、自分

と場所を入れ替わった。

教師「Ｔ児くん、いいの？あなたも－番に走りた

いんでしよ？」

Ｔ児「だって、いつまでたっても終わらんやろ」

と照れながら言った。

Ｓ児「よし、初めよう。最後の１回１！」

Ｋ児がやっとできるという表情で立ち上がった。

Ｍ児「先生、よ－いどんって言って」

教師「位置について、よ_いどん」

Ｋ児、Ｙ児が思い切り走り出した。

.－番に走りたいな…

でも、順番を変わった方

がいいのかな…

．やっぱり、みんなとリ

レーを続けたい｡だから、

順番を交代しよう

（１）Ｔ児の思考する姿から

Ｏ友達と遊び続けるために、自分の思いを調整する姿

Ｔ児は体を動かすことが大好きな幼児である。年長になったばかりの頃はサッカー遊びを

する姿がよく見られた。自分ばかりがシュートしたり、友達がシュートしようとしている時

にポールを奪ったり、遊びの中でトラブルが絶えなかった。

しかし、トラブルをくり返しながら、友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わっていたのだと思わ

れる。だからこそ「６人でリレー遊びを続けたい」という思いの方が強く、走る順番を交代

しようと考えたのだと思われる。

（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成

Ｏ思い通りにならない友達の存在

Ｔ児の思考は、Ｋ児の「おれ、－番に走りたい」という発言やしゃがみこんだ行動から促

されたものだと考える。つまり、Ｔ児はＫ児の言葉や行動から「Ｋ児は順番を代わらないの

ではないか」と推察した。したがって、みんなで楽しく遊び続けるためには、自らが順番を

変わる必要があると考えるに至った。
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Ｏ走る順序が意識できる環境の構成

幼児らの思考を促す環境構成として、ライン（下図）が考えられる。幼児らはこのライン

に沿って並ぶため、走る順番や誰と一緒に走ることになるのかを常に意識することとなる。

また、話し合う際にもラインがあることで話し合う観点がぶれにくく、思いや考えが共有さ

れやすいと思われる。

＜リレーの環境構成（太い線はライン）＞

1番に走る幼児は囲みの中に位置づく

巴丙雇Ｉ 面面
４番

（３）今後に向けて

カンファレンスにおいて、幼児らの思

考を育てるためには、彼らに「問題解決

の方法はいろいろある」と気づかせるこ

とが大切だと話し合われた。本事例では

教師がＫ児の言葉や行動にこだわりすぎ

て「Ｋ児くんが場所を交代する方法もあ

るよ」と解決方法を限定してしまった。

いろいろな方法を試してみるように促す

援助があったと反省している。さらにＴ

児が遊びを続けるために順番を代わったことについて、教師は評価をしていない。もし、教

師が評価していればＴ児の行動はより良いものだと位置づいたはずである。と同時に、友達

が動くことばかりを願っているＫ児の心に間接的にくさびを入れることになっただろう。

今後、幼児一人一人の行動や発言をいかに他児と共鳴させていくか、考えながら援助して

いきたい。

－７０－
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事例２－①「・・・うん、やってみる」９月２７日（月）
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Ｏ児とＮ児は自分たちで丸太をつなげて迷路をつく

って遊んでいる。

教師「二人とも丸太から落ちないように歩くコツ

をつかんだね。もっと難しい迷路にしま_

す」

教師はそう言って、丸太と丸太の間隔を幼児の歩幅よ

りも広くした。

教師「落ちないでゴールできるかな？」

Ｎ児、Ｏ児は何度も挑戦して、落ちないで渡るコツを

つかんだ。

そこへ４歳児のＰ児が「私もやりたい」と言って、遊

びに加わった。何回か挑戦してみるが丸太と丸太の間が

広いため、ジャンプして落ちてしまう。Ｐ児は困った顔

で教師を見ている。

教師「どうしたら上手く渡れますかね、Ｎ児<ん、

Ｏ児<ん」

Ｎ児はＰ児に近づき、足を伸ばして次の丸太に足を置

<といいことを教える。しかし、Ｐ児は落ちてしまう。

教師「Ｐ児ちゃん、難しいね。簡単迷路にしてみ

ようか？」

Ｐ児はうなづいた。

教師「年中さん向けの簡単迷路にできる？」

とＮ児、Ｏ児に向かって言った。すると、Ｎ児は丸太

と丸太の間隔を狭くし始めた。

Ｎ児「やってみて」

P児はにっこり笑って、もう一度挑戦した。Ｎ児、０

児が見守っているなか、Ｐ児は丸太から落ちないでゴー

ルした。Ｎ児はとても満足した表情だった。

教師「丸太と丸太の間を狭くしたら、簡単になる

のね」

Ｎ児「うん、間が広かったら落ちるんだね」

＜Ｎ児の思考＞

･足を伸ばして体のバラ

ンスをとると丸太から落

ちない

･足を伸ばしてもなかな

か丸太に届かないのだな

.丸太と丸太の間を狭め

ると簡単に渡れると思う

な

．やっぱり丸太と丸太の

間を狭めたら落ちないで

渡れた

・間を狭めたら落ちない

し、反対に広げたら落ち

てしまうよ

事例２－②「間が広かったから落ちるんだね」９月２７日（月）



のために迷路を瓢、億～后

山ﾑｃ７＝Ｌ豈巨官白匡

，

（１）Ｎ児の思考する姿から

Ｏ丸太から落ちないで渡る方法を考える姿

事例２－①でＮ児は､一緒に遊んでいたＯ児の遊ぶ姿から丸太から落ちないで渡る方法を学

んでいる。Ｎ児は何度も落ちないで渡ろうと試みるが、ことごとく丸太から落ちてしまう。

この体験から「どのようにしたら丸太から落ちないのか？」という問題意識が高まったのだ

と思う。したがって、問題意識を持ちながらＯ児の遊ぶ姿を見て、自分との渡り方の違いを

見つけたのだと考える。

０４歳児が落ちない迷路をつくるため、丸太と丸太の間を考える姿

事例２~②でＮ児は丸太を渡る体験を通して、考えながら遊んでいることが読み取れる。Ｎ

児は、丸太と丸太の間が広いため飛び移ろうとしたのだが、バランスをくずして落ちてしま

う。だからＮ児は「どうしたら落ちないで丸太を渡ることができるのか」と問題意識をもち

ながら遊び、落ちないで渡るコツをつかんだと考えられる。この体験をもとに４歳児のＰ児

が困難を感じている気持ちや困難を感じている所に共感できた。そして「丸太の間を狭くす

れば、４歳児の友達が渡れるのではないか」と考えるに至った。

（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成

Ｏ友達の動きに目をむけるための援助

事例２－①で教師は､Ｎ児がＯ児をモデルとしながら丸太から落ちないで渡る方法を考えて

ほしいと願って援助した。そのため、共にＯ児の動きを見るという援助をした。

Ｏこれまでの体験を振り返る必要性が感じられる言葉をかける

事例２－②では４歳児と向き合うよう「どうしたら上手く渡れますかね。Ｎ児<ん、Ｏ児<

ん」と言葉をかけている。この援助によってＮ児は自分の体験を振り返る必要性に迫られた。

そして「Ｐ児が落ちないためにはどうしたらいいのか」体験をもとにして考えることができ

た。

Ｏ体験を言葉でまとめ、経験に変容させるための援助

事例２－②でＮ児に「年中さん向けの簡単迷路にできる？」と言葉をかけることによって、

丸太と丸太の間を広くした場合は落ちやすいこと、狭くした場合は落ちにくくなるという体

－７３－



験を想起させることになった。このような体験の蓄積があったから「丸太と丸太の間を狭く

したら、簡単になるのね」と体験を言葉でまとめる援助が位置づき、Ｎ児は自分の体験を振

り返って、それを捉え直すことができたのだと考える。

Ｏ適度な困難さがある遊具（丸太）の配置

事例２－①で幼児の思考を促す環境として、適度な困難さがある遊具（丸太）の配置が考え

られる。これまでＮ児が体験していなかった遊具（丸太）の配置をすることが「どうしたら

丸太から落ちないで渡ることができるのかという新たな問題を生じさせ、思考する姿につな

がったのだと考える。

○落ちないで丸太を渡る友達

さらに丸太から落ちないで渡るＯ児の存在が、Ｎ児が丸太から落ちないで渡る方法を考え

る際の大きな環境となっている。

Ｏ何度も丸太から落ちてしまう４歳児の友達

Ｎ児は自分が何度も丸太から落ちる経験をしていた。だから４歳児の気持ちに共感できた。

したがって、体験をもとに丸太から落ちないで渡る方法を教えたり、簡単な迷路コースにつ

くりかえたりする思考が促されたと思われる。

Ｏ自由に動かすことができる遊具（丸太）

思考を促すための環境として、事例２－①、事例２－②どちらも自由に操作できる遊具（丸

太）が欠かせない。なぜなら、幼児は実際に丸太を操作しながら思考しているからである。

（３）今後に向けて

Ｎ児、ｏ児はどちらも自分の考えをもっているのだが、なかなか自分の考えを言語化でき

ない。４歳児のＰ児が丸太から落ちて困っているのに、自分達がつかんだコツを伝えようと

しない様子からもそのように感じられる。今後、両者の考えを言語化する場を保障すると共

に考えをもったことやその内容を評価することを通して、自信が持てるよう援助していきた

い。

－７４－



したい遊びが終わる頃、Ｑ児が泣いたように見受けられる表･情で玄関から入ってきた。話

を聞くと、図書館ごっこで劇を見ていたＱ児とｖ児は、ペープサートの邪魔をする（勝手に

楽器を鳴らしたり、ペープサートを出したりする）Ｔ児に我慢がならず、追いかけて止めさ

せようとした。しかし、Ｑ児だけ図書館ごっこをしていたｕ児に追いかけることを阻まれ、
悲しくなったということだった。

教師「どうしてＱ児ちゃんだけ追いかけたらだめ

だったのかな」

Ｑ児はわからないと首をかしげた。

教師「そう。Ｕ児ちゃんじゃないとわからない

か・・・」

Ｖ児「だったらＵ児ちゃんに聞けばいいじゃん」

そこへＵ児がやってきたため、Ｖ児はＵ児を引き留め

た。かたづけの時間になり、教師はプレイルームの様子

を見るため、その場をしばらく離れた。
■■●●ｃｃ■B⑪●●ＯｂＣｄ●◆●●●●●●●●●PP●●●●●●■印●⑪ｃｃ●●■◆●●◆●わ⑰‐■■●●■｡●●■■■■Ｃ●■■●●⑧◇●U●●●●■■●●●●⑪■●●■■●●■■●Ｃ◆●ＣＯ●●●●ＧＣＰＣｐｃ●■●●■●●■●■■●●◆●●●■◆◆●●●。●●ｻﾞ●■｡｡●●■●●●■已凸●ＣＯ●ｑ◆句缶◆■■●●●●●■｡■■■●●●?●Ｓｃ⑪●●

１０分ほどしてプレイノレームのかたづけが終わり、教師

は保育室に戻ろうとした。すると、廊下にはＱ児、ｕ児、

Ｖ児の他にＸ児、Ｗ児、Ｔ児、Ｚ児がいた。女児５人と

男児２人は向き合って、激しく言い合っていた。

Ｖ児「Ｔ児くん、こっちに来てよ。話し合いにな

らないじゃない」

Ｘ児「そこじゃ遠すぎるの！」

Ｔ児はカーテンを触り、Ｚ児は女児の方へ動いた。

教師「Ｚ児<んはこの話し合いに関係あるのか

な？」

女児らは「関係ないよ。だから牛乳飲んできて」と声

をかけた。

Ｚ児「俺、Ｔ児のこと待つとる」

教師「Ｚ児くんは友達思いですね。先生は他のみ

んなと牛乳タイムをして来ま－す｡話し合

いは任せたよ。後から教えてね」

Ｖ児「はいはい。どうぞ行ってください」

＜Ｔ児の思考＞

.みんな、怒っているな。

本当は図書館ごっこを一

緒にしたかったのに

.Ｚ児<んが待ってくれ

ると嬉しい

－７５－

事例３「いたずらしてみんなごめんな」１１月７日（金）



教師が保育室に入ろうとすると、Ｔ児はＺ児の隣に座

った。牛乳を飲んでいる間も保育室まで激しく言い合う

声が届いてきた。保育室にいる幼児らも心配そうであ

る。互いに自分のせいでトラブルになったわけではない

と言い合っているようだった。

Ｔ児「お前らの考えばっかり言うな」

Ｖ児「だったら、自分も言えばいいじゃん」

Ｘ児「あ-，わけわかんなくなってきた」

牛乳タイムが終わった時､保育室にいた幼児らが心配

になって様子を見に行った。Ｙ児、Ａ児は牛乳を７人に

運んでいる。

教師「話し合いは終わったの」

幼児らは「まだ」と首をふる。

教師「牛乳を飲みながら考えたん危図書館ごっこ

をしていた時、Ｔ児<んがいたずらをしたの

でＵ児ちゃん、Ｗ児ちゃんは困ったのね。

それを見てＶ児ちゃん、Ｑ児ちゃんもＴ児

くんを追いかけたということかな」

Ｑ児「Ｑ児ちゃん追いかけてない」

教師「そうだったね。Ｕ児ちゃんに止められたん

だったね」

Ｕ児「だってたくさんで追いかけるとＴ児<んが

かわいそうだもん」

教師「だからＱ児ちゃんを止めたのね」

Ｕ児はうなずいた。

教師「よくお話がわかりましたよ。叩いたり蹴っ

たりしないで、話し合うことは大事だね。

先生はとても嬉しいよ」

ｖ児「ちゃんとみんなで反省して戻るから、先生

やみんなはお部屋に入っていて」

教師「みんなはお部屋に入って帰りの準備をしま

しょう。先生は７人が頑張っているのでこ

こで待っています。後で教えてあげます

ね」

.Ｚ児<んが隣にいてく

れるから座ろう。僕の思

いも話せるかもしれない

・女の子ばかり自分の考

えを言わない、僕の考え

も聞いてほしい。でも、

上手く言えない

－７６－



７人以外の幼児らは降園の準備に取りかかった。

教師「＋分お話したでしょう。Ｕ児ちゃんはみん

なのお話間いていて、今はどんなこと思っ

ているの」

ｕ児「Ｑ児ちゃんにだめじゃなくて、ちゃんと言

えばよかった。そんなにＴ児<んを追いか

けたらかわいそうだって」

教師「お友達に伝わるように言えばよかったと思

ってるのね。自分のことをしっかり振り返

られるのはすばらしいことね」

教師はＷ児、Ｘ児、Ｖ児、Ｔ児の順に思っていること

を尋ねた。

Ｗ児「Ｔ児<んがいたずらした時、ちゃんと話し

合って決めればよかった」

教師「Ｔ児くんはペープサートをして遊びたかっ

たんだよね｡お話してＴ児<んがしたいこ

とを聞いたらよかったんだね」

Ｘ児「私もそう思ったの」

Ｖ児「私はＴ児くんがいたずらしたから追いかけ

たけれど、違っていた。かわいそうだった

なと思った」

これまでみんなの思いをじっと聞いていたＺ児が、

Ｚ児「みんな悪くないし、悪いかも・・・。みん

なでごめんなさいすれば」

幼児らの表情がやわらぎ、互いに「ごめんね」と言い

合った。Ｔ児はその様子をじっと見ていて、みんなが保

育室に入ろうとした時、誰よりも大きな声で謝った。

Ｔ児「いたずらして、みんなごめんな」

Ｖ児「いいよ」

他の幼児らも「いいよ」と応え、晴れ晴れとした表情

で保育室へ入っていった。

.Ｗ児ちゃんは僕がペ

ープサートを一緒にした

かったことをわかってく

れていたんだ

.楽しんでペープサート

をしていた友達の邪魔を

したのは悪かった

－７７－



（１）Ｔ児の思考する姿から

Ｏ友達の思いを聞きながら自分の行動を振り返る

Ｔ児は自分の思いを素直に表現することが苦手な幼児である。本事例においても「ペープ

サートをしたい」という気持ちを素直に言葉で伝えられない。その気持ちが楽器を鳴らした

り、ペープサートに勝手に触れたりするといった行動で表現されてしまった。Ｔ児は自分の

行為が友達に快く思われていないことはわかってはいたが、自分のしたことを見つめること

はできない。しかし、Ｚ児がＴ児を待って隣に座ったことで、Ｔ児の心が安定し、話し合い

の場に加われたのではないかと考えている。またＷ児が自分の気持ち（｢ペープサートをした

い｣）をわかってくれていたことも自分の行動を素直に振り返るきっかけとなったのではない

か。さらに、話し合いの場に集まっていた幼児がそれぞれ自分の行為をふりかえったことに

より、Ｔ児自身も自分の行為と向き合わざるを得なくなったと考える。

（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成

Ｏ第三者を話し合いに巻き込む援助

Ｔ児の心に寄り添おうとしているＺ児がいたため、Ｔ児は話し合いの場に居続けることが

できた。また、Ｚ児の「みんな悪くないし、悪いかも・・・。みんなでごめんなさいすれば」

という公平な見方によって、Ｔ児の心は軽くなり、素直に自分の行動を振り返ることができ

たと考える。

Ｏ素直に自分の考えを振り返る友達の存在

教師は「みんなのお話を聞いて、今はどんなことを思っているの」と尋ねることで、友達

の思いと自分をつなげて考えるように方向づけた。すると、Ｕ児やＷ児が「自分はどうすべ

きだったのか」と自分の行動を振り返った。それをモデルとしながらＴ児も自分の行動を振

り返ることができたと考える。

Ｏ自分達だけで解決しようとする場と時間の保障

教師は敢えてその場を離れることにした。このように自分達だけで解決しようとする場と

十分な時間を保障することは協同性を育てる上で大切な環境の構成だと考える。

（３）今後にむけて

Ｔ児が「いたずらしてみんなごめんな」と素直に言えたことは大きな育ちだと言えるが、

教師の援助として甘さがあったのではないかと思う。「誰に何をすまないと思っているのか」

と問い返すことで、Ｔ児はもっと具体的に考えて言葉を発することができたのではないかと

反省している。言葉で表現することが苦手なＴ児だからこそ、「みんな｣、「ごめん」といった

暖昧な言葉ではなく、「みんな」とは一体誰を指しているのか、自分がした行為のどんなこと

がすまなかったのか、考えさせるような問いかけを行っていきたい。
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事例４「０対０や」 １２月５日（金）

１２月に入り、天気のよい日が続いた。園庭で男児はサッカー遊び（エンドラインやサイド

ラインはない）をすることが多く、この日はＡ児、Ｂ児、Ｃ児、Ｄ児のチーム、Ｋ児、Ｍ児、

Ｒ児、Ｓ児のチームで遊びが続いていた。

遊びの時間が終わり、かたづけの時間になった。しか

し、サッカー遊びをしている幼児らは遊びに夢中で、そ

のことに気がつかない｡先ほどまで楽しそうにボールを

追いかけていたり児とＣ児が何か言いたそうな面持ち

で立っている姿が気になった。

教師「ピピー（笛を吹く）、今日の試合はこれで

終了」

教師は幼児らの側に近寄った。

教師「今日の試合はどっちのチームが勝った

の？」

幼児らは教師の周りに集まってきた。

Ｒ児「4対１でＲ児ちゃんたちのチームが勝ち！」

地面に指で書いた点数を見せながら言う。

Ｂ児「違う。３対１やよ・最後のシュートはＳ児

ちゃんが手を使ったから」

教師「そうなの。たしか手は使わないっていうル

ールだったよね？」

Ａ児「そう。だから３対１なの」

Ｓ児はばつが悪そうに下を向いてしまった。

Ｋ児「でも、おれらの勝ちだもんね」

Ｄ児「ちがうよな」

と小さな声でｃ児に言うと、うなずく。

教師「えっ、３対１でＲ児ちゃんチームの勝ちで

はないの？」

Ｄ児「だって、Ｒ児もＫ児も手を使っていたもん。

な？」

ｃ児「うん」

教師「そうなんだ。Ｓ児ちゃん、Ｒ児ちゃん、Ｋ

児くんも手を使ったのね」

＜Ｄ児の思考＞

･ルールを守ってくれない

からおもしろくない。しか

も負けているからくやし

し、

･えっ？違うのに

・３対１でもない。ルー

ルを守っていない友達が

他にもいるんだ

・違う。だってＲ児やＫ

児はルールを守っていな

かった
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Ｍ児「Ｂ児くんも手を使ってたような…」

教師「Ｂ児くんも手を使っちゃったのね」

Ｂ児はうなずいた。

教師「今日はたくさんのお友達が手を使ってしま

ったようですね｡手を使ってしまったお友

達は？」

Ｓ児、Ｒ児、Ｋ児、Ｂ児が下を向きながら、手を挙げ

た。

教師「あららら_」

教師が言うと、みんな吹き出し真似をしだした。

Ｍ児「今日はやっぱり引き分けじゃない？」

Ｄ児「０対０や」

幼児らはすっきりした表情で保育室に向かって駆け

ていった。

・手を使ってしまった友

達はルールを守らなかっ

たことを認めてくれた

・ルールを守らなかった

から引き分けにしよう
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＜かかわり＞

（１）、児の思考する姿から

Ｏルールを守らなかった友達を認めながら勝敗について考える

Ｄ児はサッカー遊びにおけるルール（キーパー以外は手でボールをさわってはいけない）

を守っていた。しかし、Ｓ児、Ｒ児、Ｋ児がルールを守っていなかったにもかかわらず、「自

分達のチームが勝った」と主張した。Ｄ児はルールを守らないことが正当化され、勝敗が決

定されることに不満をもった。教師がその思いを汲み取って友達に伝える場を保障したこと

により、幼児一人一人が自分の行動を振り返ることができた。このように自分の行動を振り

返る友達の姿を見て、Ｄ児は自分の思いが受け止められたと感じ、ルールを守らないで入れ

た得点は無効だという考えがもてたと思われる。

－８１－
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（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成

Ｏ幼児らが思いを伝え合う場を設ける

教師はＤ児がどのようなことに不満をもっているのかを知っていた。そこで教師はＤ児が

思いを伝えられるような場をつくった。これをきっかけに幼児らはＤ児が不満に思っている

ことに気がつき、自分の行動を振り返ることにつながった。

Ｏルールや事実の確認をする

教師は「３対１でＲ児ちゃんチームの勝ちではないの？」と勝敗を確かめたり、「○○ちゃ

んも手を使ったのね」というように事実の確認をしたりしている。また、「たしか手を使わな

いっていうルールだったよね？」とルールの確認も行っている。これらの援助によって、幼

児らの間で問題や状況が明確になるとともに解決しようとする方向性が見いだされたのでは

ないかと考える。

Ｏルールを守れなかった幼児らの思いに共感する

○最終的な判断（勝敗）を幼児らに委ねる

本事例の後半には、幼児らが自分の行動を振り返って、重苦しい雰囲気となった。そこで

「あららら－」と教師がおどけて見せたことでその場が和んだ。それはルールを守ろうとし

たが守れなかった幼児らの思いに共感することになった。だから、幼児らは素直に自分の行

動を振り返り、自分達で勝敗を決定することができたと考える。

Ｏ友達のプレーが見える環境構成（サッカーコートの広さ）

５歳児にとって、思い切り遊びながらも友達のプレーが見えるサッカーコートの広さが大

切である。友達のルール違反が見えたからこそ問題を見いだすことができたのだと考える。

Ｏルールを守らず、勝手に勝敗を決めようとする友達

本事例のように自分の思い通りにならない友達の存在が思考していく際の環境となりうる。

（３）今後に向けて

本事例のように自分達だけで、話し合う場をつくるにはまだまだ時間がかかる。また、友

達の表`情や態度に気がつき、声をかけ合えるような関係をつくっていくにも教師の援助が必

要である。今後、幼児同士で公平に思いを伝え合うことができるように援助していきたい。
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事例５「先生、ちょっと立ってみて」 ２月２７日（金）

３月に入り、修了式に向けての練習が毎日続いていた。短い時間ではあるが、幼児らは練

習の合間をぬって遊んでいた。

遊びの時間が終わり、かたづけの時間になった。かた

づけの後は修了証書をもらう練習である。保育室にいた

教師は、幼児らが使ったものをかたづけたり、修了式の

練習に向けて椅子を並べたりしている姿を見守ってい

た。

Ｘ児「あ、巧技台がない」

巧技台は園長先生が修了証書を渡される時に使う演

台のかわりとして使っているものである。Ｘ児のその声

を聞き、「そうだ」という顔をしてＹ児、Ｅ児、Ｉ児、

Ａ児がプレイルームヘと走って行った。

教師「ありがとう、助かるわ」

幼児らはすごいスピードで巧技台を運び、あっという

間にピアノの高さまでに達した。

Ｉ児「ね、ちょっと高すぎじゃない？」

Ｙ児「高すぎるよ」

Ｙ児のとなりで、

Ｅ児「ほんとだ」

Ｘ児「高すぎ一」

と口々に言っている。

Ｉ児「減らした方がいいんじゃない」

Ｙ児「僕もそう思う」

Ｅ児、Ａ児、Ｘ児も「減らせばいい」と思っているよ

うだが、誰も動きださない。「どれだけ減らせばいいの

か」わからず、困っているようだった。

教師「中田先生、隠れちゃうかもしれないね」

と笑いながら言った。

Ｘ児「先生、ちょっと立ってみて」

教師「いいよ」

幼児らは教師の正面に立ち、その様子をじっと見てい

た。

＜Ｘ児の思考＞

・いつもより巧技台が高

すぎるな

・いくつ巧技台を減らせ

ばいいのかな

・中田先生に巧技台の後

ろに立ってもらえば、わ

かるかもしれない
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教師「隠れはしないけど、いつも巧技台は先生の

お腹くらいまでの高さかな。これは胸の高

さまであるね」

Ｙ児「わかった１２つ減らせばいい」

その声を聞いてＸ児、Ｉ児は巧技台を一つずつ減らし、

それらをＹ児、Ｅ児がプレイルームヘ片付けに行った。

教師「これでみんなの顔を見て、修了証書を渡す

ことができるわ。ありがとう」

Ｘ児、Ｉ児は互いに顔を見合わせて､にっこり笑った。

Ｙ児、Ｅ児もプレイルームから走ってもどってきた。

教師「巧技台を準備してくれてありがとう。あっ

という間に準備完了！」

幼児らは嬉しそうに自分の椅子に座った。

・２つ減らせばいいんだ

（１）Ｘ児の思考する姿から

Ｏ遊具（巧技台）の高さを考える

Ｘ児は友達が巧技台をどんどん運び、思っていた高さより巧技台が高くなったことに気が

ついた。「減らさないといけない」とは思っているものの、どれぐらい減らしたらいいのかわ

からず困っていた。そこで、教師が「中田先生、隠れちゃうかもしれないな」という言葉を

かけることによって、Ｘ児は教師が実際に巧技台の後ろに立ってみればどれだけ巧技台を減

らせばいいのかわかるかもしれないと考えるに至ったのだと思う。

（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成

Ｏ自由に高さが変えられる遊具（巧技台）

本事例では巧技台のように自分達で高さが変えられる遊具の存在が思考を促すための環境

となっている。巧技台を自分達で準備したからこそ、高さが問題と思い、思考し始めるきっ

かけとなった。

（３）今後に向けて

本事例において、巧技台の高さに着目させるために教師が実際に巧技台の後ろに立ってみ

るという援助は思考を促す上で必要だったと考える。しかし、「隠れはしないけど、いつも巧

技台は先生のお腹くらいまでの高さかな。これは胸の高さまであるね」と不用意な言葉をか

けてしまい、幼児らが試行錯誤する機会をうばってしまったと反省している。今後も幼児ら

が思考する姿を見つめ、適切な援助のあり方を探っていきたい。
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＜一年を振り返って＞

（１）幼児の思考する姿から

Ｏ集団の一員として願いをかなえるための思考

５歳児は「友達と楽しくリレーを続けたい」（事例１）、楽しく遊んでいる友達の姿を見て

「仲間に入りたいな」（事例３)、「自分のチームが勝ちたい」（事例４）という集団の一員と

しての願いをもった時に、思考し始めるということがわかった。

Ｏ「もの」とかかわりながらの思考

幼児が思考する時には「もの」が媒介となっている。事例２－①で幼児らはこれまでの遊び

の中で身に付けたからだの動きをいろいろ試している。その過程で「どうしたら丸太から落

ちないのか」とからだを動かしながら思考していることがわかった。また、事例５でも幼児

らは巧技台が高すぎることに気がつき、「どれくらいの高さにしたらよいのか」と巧技台を動

かしながら思考していると考える。

Ｏ経験内容をいかした思考

事例２－②ではこれまでの経験をいかしながら思考する姿が見られた｡丸太と丸太をつなげ

て渡ったり、丸太と丸太の幅を広げたり、狭めたりして渡ったりする経験がたくさんあった

からこそ思考が促されたと考える（事例２－②)。３歳、４歳と様々な経験を積み重ねてきた

５歳児ならではの思考の姿だと思われる。

Ｏ協同性の中で育まれる思考

５歳児の思考は事例１のように「友達と楽しくリレーを続けたい｣、事例４のように「自分

のチームが勝ちたい」といった同じ願いや思いをもった友達との関係の中で育まれていく。

特に事例４では５歳児らしい思考の姿が見られる。「手を使わない」というルールを守らない

友達の存在が勝敗を考えさせるきっかけとなったり、ルール違反を素直に認める友達の存在

が自分の行動を振り返らせることにつながったり、友達の存在が幼児一人一人の思考を促し

ていると言える。

（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成

Ｏ幼児の思考を促す教師の援助

・問題を明確にするための援助

事例４ように「手を便わないっていうルールだったよね？」とルールの確認をしたり、事

例５のように教師が巧技台の後ろに立って遊具の高さに着目させたりする援助は、問題を明

確にする援助だったと考える。教師がルールの確認をしたことで、幼児らは「自分はルール

を守っていたのか」と自分のプレーを振り返る姿につながった。（事例４）また、遊具の高さ

に着目させたことで「巧技台をいくつ減らしたいいのか」と考えるに至ったと思われる（事

例５)。

･解決しようとするための援助

事例２－①のように友達が上手く丸太を渡っている姿に目を向けさせることによって、幼児
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は自分のからだの操作の仕方と友達のからだの操作の仕方の違いに気づき、「○○したら落ち

ないのではないか？」と推測できたのではないかと考える。５歳児は話し合いを通して幼児

らは友達の思いや考えにふれ、「自分と同じ考えだ｣、「○○ちゃんはそんなふうに思っていた

んだな、自分とは違うな」と自分の考えと友達の考えとを比較できるようになる。したがっ

て、「手を使ったのかどうか」と事実を確認したり、公平に思いを伝え合う場を設けたりする

（事例４）ことも問題を解決しようとするために必要な援助だったと考える。

。互いに考えを再構築していくための援助

５歳児は友達の思いや考えを理解して思考できるようになってくる。したがって、友達を

受け止めながら自分の行動を振り返られるように言葉をかける（事例３）ことは大切な援助

である。幼児の思考する姿に他者の考えを自分の中に取り込み、「○○○したほうかよかった

かな」と自分の行動を振り返る姿が見られた。さらに事例４ではルールを守れなかった幼児

らの思いに共感したり、最終的な価値判断を幼児らに委ねたりした。その援助によって幼児

らは互いの思いや考えを受け止め、「０対０や」と自分達で勝敗を決定した。教師が幼児らの

力を信じて、最終的な価値判断を委ねることは自分たちで思考し、行動していこうとする主

体性を育んでいく上で大切な援助であると考える。

Ｏ幼児の思考を促す環境の構成

・自由に操作できる環境の構成

事例２－②、事例５から自由に動かすことができる遊具（丸太・巧技台）が幼児の思考を促

す上で大切な環境であることがわかった。幼児は丸太の配置を変えながら、「丸太と丸太の幅

を広くしたら落ちやすい」とか「丸太と丸太の幅を狭くすると落ちにくい」ということをか

らだを通して学んでいたと思われる（事例２－②)。したがって、年中組の友達が簡単に丸太

から落ちない迷路コースを考えることができたと考える。

・友達の存在を意識できる環境の構成

５歳児になると遊びの空間が広がる。しかし、それは幼児らにとって広すぎず、狭すぎな

い適当な空間が必要だということがわかった。事例４のサッカー遊びでは友達の行動がよく

見える空間だったこそ、友達のルール違反に気がついて問題が生じたと考える。

・相手のことを思いはかりながらの環境の構成

幼児は事例２－②のように年中児の思いを受け止めて環境の構成をしている。５歳児になる

と自分の思いを実現しようとする時にのみ思考するのではなく、友達の思いも実現しようと

する時にも思考することがわかった。

（３）今後に向けて

幼児らは４月から小学校へ進学する。幼稚園生活で育まれた思考が小学校の授業や人間関

係づくりでどのようにいかされていくのか、見つめていきたい。また、それを通して援助や

環境の構成のあり方について考えていきたいと思う。
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